









『孝経述義』 、宋の司馬光の『古文孝経指解』 、朱熹の『孝経刊誤』 、その『刊誤』に基づく元の董鼎 『孝経大義』などがある。なお 古文は唐後期 滅び、宋代以降 古文は司馬光が秘閣にあった古文に注釈した『指解』の経文に基づくものであり、その経文は日本に伝来した唐以前 それと 異なる。そのため「宋古文」また「趙宋古文」等 も称され 一方、今文には唐の玄宗による御注（経文は今文を基本として、注釈は孔安国、鄭玄等を折衷）とその元行冲疏、そしてその疏に基づく宋の邢昺の『孝経正義』などがある。
日本において『孝経』は、 『十七条憲法』以前より伝来した


































































作については、原則として原本記載事項を表記通り記載し、異名等の場合は適宜字号等を補った。漢籍、及び漢籍和刻本については、原本表記に関わらず、朝代、或いは国名を冠した各本姓名、続いて著述者は「撰」 、編者 「輯」 、その他、校注者等は「校」 「訂」 「注」等 附した。本文巻頭に明 されていない場合は、序跋等により適宜定めた。
一、出版者については、出版地を冠したが、江戸期の資料につ











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【刊記】 「一洗堂蔵版之記」 （上部朱文正方印「弌洗／堂蔵」 ） 、












































































































































































































































































【著録事項】 【奥付】同前【印記】 「鳥取県／褒賞印」 （朱文正方印） 、 「多賀臧／珍賞印」














































































































































































































【印記】 「下総崎房｜秋葉／孫兵衛／蔵書」 （朱文正方印） 、 「秋





























































































「狩谷望之／審定宋本」 （跨行） 、次（序末接行） 「開宗明義章第一」末有「孝経音略」 、次文政九年狩谷望之「校譌」末「文政九年十一月長至日市井之臣狩谷望之昧死敬識」
























































































































































































































































































































































































































































【印記】 「織田／氏図／書記」 （朱文正方印） 、 「立原／










































文長方印） 、 「多賀臧／珍賞印」 （朱文長方印）
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